
1) 基本的な微分計算（合成関数の微分）ができるかの確認．
2) 奇関数・偶関数の対称性を用いて，定積分の値や関係を判断できるかの確認．
3) 部分積分を使って，別の積分と結びつけられるかの確認．
4) 関数の大小関係から定積分を評価し，上界・下界で近似する考え方の理解．
5) 重積分と極座標変換の理解．

筆答専門試験科目（午前） 2026 大修 情報通信（数学） 出題の意図 

H1. 

類似した形の関数の積分を並べ，対称性・変形・評価・多変数化など複数の手法で相互
関係をつかむとともに，最終的にガウス積分を計算することを目標とした出題である． 

1) ノルムの基本性質を理解し，基本的な複素数の計算能力があるか確認する．
2) 複素ベクトルの内積に関して，定義を理解し基本的な性質が証明できるか確認する．
3) 複素ベクトルの内積に関して，定義を理解し基本的な性質が証明できるか確認する．
4) ２次形式の最小化問題を，複素ベクトルに拡張した場合でも解ける能力があるか確

認する．
5) 有名な不等式を複素ベクトルの場合でも証明するため，前問題のヒントに気づき，

前問題の条件外の考察ができるかを問う．

H2



筆答専門試験科目（午前） 2026 大修 情報通信（論述） 出題の意図 

論述試験は，志願者が情報通信系の大学院修士課程で研究活動を行っていくうえ求
められる問題を分析する能力，課題解決に向けた発想力，および，論理的かつ簡易に
説明する能力を評価することを意図して出題しています． 




